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はじめに

　三宅秀（1848－1938）は，幕末最後の蘭方医と
いわれた三宅艮斎（1817－1868） 注 1）の長男とし
て江戸（東京）本所緑町に生まれる．
　幼少の頃から父のすすめにより高島秋帆（1798
－1866）などの家塾に入り，漢籍習字，英語，算
術，蘭書にて歴史究理などを学ぶ．
　その後，1864 年には池田筑後守（1837－1879）
を正使とする池田遣欧使節の一員 注 2）となり約 7
か月間のヨーロッパを経験することとなる．
　帰国後の彼は，1871 年 3 月「大学出仕申付候事」
（大学別当）を仰付けられ，大学東校（現在の東
京大学医学部）中助教に任じ，1903 年 3 月に東
京帝国大学を退官するまで近代医学の教育と研究
に終始一貫して携わった 1）．
　医学者としての彼の功績は顕著であり，東京大
学初代医学部長（1881－1890）をはじめ，帝国大
学医科大学長（1881－1890） 注 3），1888 年の学位
令制定では日本初の医学博士，さらに，1893 年
には東京帝国大学最初の名誉教授となるなどいか
めしき名誉職を擔う．その他，学者として初の貴
族議員に勅選（1891 年）され，1938 年には勲一
等瑞宝章を受章するなど，学者として受けること
のできる最高の名誉をすべて受けている 注 4）．
　そんな彼は，近代医学教育の普及と発展に尽力
するとともに，各地で行われた講演などを積極的

に行うほか，当時の日本人の健康および身体教育
について，その改善を指摘し説諭している．
　彼のそれらの知見は衛生，服装，女子教育，武
道，海外のスポーツ事情など多岐にわたっている．
　そこで，本研究では近代日本の医学教育の基礎
づくりに尽力した三宅による講演活動，なかでも，
1906 年 9 月 11 日に行われた「日本女子大学始業
式」 注 5）を取り上げ，医学界の重鎮であった三宅
が医学者の立場からどのような考えを当時の女子
学生に対して指摘し，説諭していたのか，その全
容を明らかにすることを目的とした．
　なお，その手がかりは，これまでに体育・ス
ポーツ史研究分野では明らかにされていない三宅
自身が用いた「自筆講演用メモ」からその考察を
試みた．
　ここでいう「自筆講演用メモ」とは，三宅が講
演を行う際に持っていた自筆のメモであり，彼は
このメモを持ち，読み上げていたという．
　本稿で用いる「自筆講演用メモ」は，縦書き，
用紙のサイズは縦約 12㎝・横約 17㎝，計 4 枚，
万年筆でしたためられている．
　ところで，三宅が行った「日本女子大学始業式」
での講演内容については，1903 年 12 月に塘茂太
郎が編輯を行った『日本女子大学校 学報』の第
二号において「教育衛生に就いて（三十六年九月
講和）」  2）と題して掲載されている 注 6）．
　したがって，「自筆講演用メモ」と「教育衛生
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に就いて（三十六年九月講和）」の検討について
は別稿を期すこととし，本稿では，三宅が本講演
にあたって女子学生に対し説諭しようとあらかじ
め準備していた内容とはいかなるものであったか
について明らかにすることとする．

本　論

1．日本女子大学と三宅秀との関わり

　三宅がどのような経緯からこの講演を依頼され
たかについては現時点では不明であり，今後の課
題である．
　しかしながら，日本女子大学から発行された『日
本女子大学学園事典 創立 100 年の軌跡』には三
宅に関する記載がいくつかあり，同書から三宅と
の関係を知ることができる．
　まず，同書における「日本女子大学校創立期教
職員一覧」には，「教授 衛生 医学博士 三宅秀」
と記されている 注 7）， 3 ）．

　さらに，「人名欄」において三宅は写真ととも
に人物紹介がなされており，出生地，生い立ち，
医学者としての経歴などが紹介されるとともに，
「本校創立当初より ’18 年まで家政学部において
衛生学を教授した．本校の通信教育の講義録の『女
子大学講義』に“衛生学”を執筆，『女子大学家
政講義』には“社会衛生”を執筆している」 4）と
記載されている．（写真 1）
　したがって，三宅は日本女子大学設立当初から
教授職として「衛生学」の授業を担当していたこ
とがわかる．
　以上の記載を踏まえ，同書の項目にある「凡例」
の冒頭には以下の通りに記されている．「この事
典は日本女子大学の創立時から現在までの事項お
よび学園に関係のある人々について簡単な解説を
収録したものであり（以下，省略）」 5）．
　さらに，「2．収録の基準（範囲と選定）」の項
目では，次の通りに説明書きがなされている 6）．
1 ）事項について
　⑴  設立運動期から現在（2001 年 3 月）までの

範囲．
　⑵  学園の教学上の事がらを中心として選定し

た．
2）人名について
　物故者で
　⑴  創立者・成瀬仁蔵が学園を設立する時にかか

わった人物．
　⑵  学園で教え教育上，影響のあった人物．
　⑶  本学の卒業生で著名な人，あるいは学園に影

響を与えた人物．
　⑷  学園と深い関係があった人物．
　以上のことから，三宅と日本女子大学との関係
は，「 2）．⑴ 創立者・成瀬仁蔵が学園を設立す
る時にかかわった人物」，あるいは「 2）．⑵ 学
園で教え教育上，影響のあった人物」であると考
えられよう．

写真 1　「人名欄」における三宅秀
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2 �．「日本女子大学始業式」で行われた講演
内容の全容

　三宅が用いた「自筆講演用メモ」の末尾には，
「三十六年九月十一日 日本女子大学始業式ニテ」
としたためられている．（写真 2）
　したがって，この講演は 1903 年 9 月 11 日に「日
本女子大学」における「始業式」にて行われたこ
とが確認できる 注 8）．
　以下，三宅が講演で用いた「自筆講演用メモ」
の全文を掲げ，その全容を明らかにする．

写真 2　「自筆講演用メモ」の一部 ( 個人蔵 )
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おわりに

　三宅による日本女子大学における講演は，当時
の日本にはあまり定着していなかった夏期「休業」
（余暇）について，その必要性と過ごし方につい
て教育衛生という視点から海外と比較するなどし
て，その効用をわかりやすく説き，女子の健康の
維持・増進についてその重要性について説諭して
いる．
　なかでも，特に筆者が注目したのは「清涼ノ気
中ニ運動スルナレハ体育，智育ノ側ヨリ裨益アル
ヤ勿論ナリ」と指摘している部分である．
現在，残されている三宅の「自筆講演用メモ」

には，日本女子大学始業式の他に女子柔術学校卒
業式，淑徳女学校，日本女子教育会，女子学士師
範学校，学習院女学部，私立婦人衛生会，体育会
女子部で行ったものが残されている．
　このような，女子を対象とした講演において，
三宅は身体を動かすことがいかに重要であり健康
にとって大切であるのか，また，その運動（体育）
は女子にも重要であることを述べている．
　以上のことからも明らかなように，三宅は医学

界における重鎮でありながらその活躍ぶりは医学
教育だけの範疇に止まらず，当時の女子教育の分
野にも注目し，医学者という立場から女子の身体
の改善に衛生学という視点から力を注いでいたこ
とがわかる．
　このような医学者三宅の先見性と洞察力は当時
の女子の健康の維持・増進のみならず，その後の
女子体育の考え方にも影響を与えたのではないか
と考えられよう．
　それゆえ，彼の行った講演活動は，その後の女
子体育の普及と発展，さらには，広い意味での国
民の身体の形成過程において少なからず影響を与
えたと考えられ，当時の体育指導者同様に再評価
されるべきであろう．

注

注 1 ）『東京大学医学部百年史』の「お玉ヶ池種
痘所の設立」の項目には，現在の東京大学医
学部の前身となる「お玉ヶ池種痘所」設立に
関った人物について以下の通りに記されてお
り，三宅艮斎の功績が理解できよう．
「安政四年（1857）年八月，下谷練塀小路
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三宅秀による「日本女子大学始業式」の講演について

の大槻俊斎の宅へ，蘭学医伊東玄朴，戸塚静
海，竹内玄同，林洞海，箕作阮甫，三宅艮斎
ほか四名があつまった．いずれも当時江戸で
有名な実力者である．（以下省略），その後
（1858 年），江戸在住の蘭学者たちに，種痘
所建築の費用と，運営の費用の拠金をよびか
けた．（中略），かくて，安政五年（1858）五
月七日私設の「種痘所」が開設されたのであ
る」（下線筆者付，二重下線筆者加筆）．
・ 東京大学医学部創立百年記念会・東京大学
医学部百年史編集委員会編：東京大学医学
部百年史，pp.49-50，東京大学医学部創立
百年記念会 .

注 2 ）外国奉行支配・田辺太一（1831－1915）
の従者として同行した．

注 3 ）1886 年 3 月 2 日以降，帝国大学医科大学
となる．

注 4 ）三宅秀が医事衛生に関する法令等の制定
に中心的な役割を果たしたことについては以
下を参照．
・ 富士川游：三宅秀先生小傳 先生五七日忌
法要に際して，中外医事新報，第 1255 号，
pp.1-6，1938.

・ 東京帝国大学医学部病理学教室五十周年記
念会：東京帝国大学病理学教室五十年史
（上巻），pp.46-48，東京帝国大学医学部病
理学教室五十周年記念会，1939.
・ 村上一郎 : 蘭医佐藤泰然 その生涯とその
一族門流，房総郷土研究会，pp.206-207，
1941.

注 5 ）「自筆講演用メモ」には「日本女子大学」
と記されている．しかし，この時点での正式
な校名は「日本女子大学校」である．

注 6 ）『日本女子大学校 学報』第二号の「校報」
には，「始業式．九月十一日午前九時，講堂
に於て執行す．成瀨校長，三宅博士の有益な
る演説ありて散会す．両氏演説の筆記は，別
欄に載せたれば茲には省きぬ」と記されてい
る．
・ 塘茂太郎編：校報，日本女子大学校 学報，
第二号，p.208，1903.

注 7 ）「“日本女子大学校規則”1905（明治 38）

年度用より作成」と付記されている．
注 8 ）注 6）の日付（九月十一日）と一致する．
注 9 ）ここで示す 1 ，2 ，3 ，4 の印は頁を意味
している．
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